
 

 

 
 
勤務人数について 
 

 
 
酸素の購入単価 
 

大型ボンベ（3,000L 超）    0.42円/L       

小型ボンベ（3,000L 以下）   2.36円/L 

 

文書料 
 
各種証明書                                        1,650 円 
診断書入院証明書［入院］  5,500 円 

診断書通院証明書［通院］  2,200 円 
一般診断書                                         2,200 円 

自動車損害賠償保険後遺障害診断書    22,000 円 
後遺障害についての回答書   11,000 円 
後遺障害診断書［生命保険］  11,000 円 
死体検案書 検案料は別   11,000 円 
死亡診断書   5,500 円 
特定障害証明書［入院］    5,500 円 
特定障害証明書［外来］    2,200 円   

特定疾患用診断書［申請用］    5,500 円 

各種免許申請時診断書  3,300 円 

年金等の障害認定診断書  5,500 円 

身体障害用診断書［申請書］   5,500 円 

保険会社等照会文書   5,500 円 

自賠責診断書   5,500 円 

自賠責明細書  5,500 円 

保険・自賠責等面談料   5,500 円 

治療費受領証明書    1,100 円 

診療情報提供の写し 事務手数料 3,300 円 

※診療情報の提供には申請が必要です。  診療録 A4 11 円 

  B4 22 円 

 画像（CD-R）1 枚目 1,100 円 

 2 枚目 550 円 

＊診察料・検査料は別に申し受けます。                                 

                                             ※金額は税込表示 

朝9時～夕方17時まで 夕方17時～深夜1時まで 深夜1時～朝9時まで

2病棟 地域包括ケア病棟
看護職員 6人以上

看護補助者 6人以上
8人以内 19人以内 19人以内

3病棟 一般病棟
看護職員 17人以上

看護補助者 2人以上
4人以内 15人以内 15人以内

看護職員1人当たりの受け持ち数
病棟 病床区分

1日に勤務している

看護要員の人数

厚生労働大臣の定める掲示事項 

 



特別な療養環境の提供［選定療養費］ 
 
日額 9,900 円  211 号，218 号，311 号，318 号 

 

日額 5,500 円  207 号，208 号，210 号，220 号，221 号，222 号 

307 号，308 号，310 号，320 号，321 号 

                 

日額 4,400 円    212 号，213 号，215 号，216 号，217 号，225 号，226 号 

312 号，313 号，315 号，316 号，317 号 

 

 
規定回数を超えたリハビリテーション［選定療養費］ 
 
1 単位当たり 2,200 円 

疾患別リハビリテーションの標準実施日数を過ぎた患者さんで月 13 単位を超えてリハビリテーションを受けた場

合、東海北陸厚生局長への届出に基づき、選定療養費として上記の費用を徴収させていただきますので、ご了承願い

ます｡ 

 
せぼねの外科外来・いたみの外科外来予約料［選定療養費］ 
 
1 回当たり 5,500 円 

せぼねの外科外来または、いたみの外科外来の予約診療を希望される場合、東海北陸厚生局への届出に基づき、選定

療養費として上記の費用を徴収させていただきますので、ご了承願います。 

 

 
180日を超える入院［選定療養費］ 
 
急性期一般入院料 1                                 1 日あたり 2,700 円 

同一傷病にて他医療機関と通算して入院期間が 180 日を超えた場合、東海北陸厚生局への届出に基づき、選定療養

費として上記の費用を徴収させていただきますので、ご了承願います。 

 

 
各種予防接種について  

 

インフルエンザワクチン     4,000 円 

B 型肝炎ワクチン［HB ワクチン］  5,500 円 

肺炎球菌ワクチン 8,000 円 

帯状疱疹ワクチン   21,000 円 

＊公費助成を受けられる方は上記金額ではない場合がございます。                      

 
付添ベッド 
 
入院中の患者さんに付添される方には下記の通り寝具等をお貸し出しすることができます。詳しくはスタッフにお申

し出ください。 

ベッド付寝具：日額 330 円 

寝具のみ  ：日額 220 円                                              

  

※金額は税込表示 



 

明細書発行についてのご案内 
 
当院では、領収書を発行する際に「個別の費用ごとに区分して記載した詳細な明細書」を発行しております。 

また、公費負担医療の受給者で医療費の自己負担のない方についても、同様に明細書を無料で発行しております。 

明細書には、使用した薬剤の名称や行われた検査の名称が記載されるものですので、その点をご理解いただき、ご家

族の方が代理で会計を行う場合のその代理の方への発行も含めて、明細書の発行を希望されない方は、会計窓口にて

その旨をお申し出ください。 

                                              

入退院支援体制について 
 
当院では、入退院支援や在宅復帰等を支援する体制を整備しており、厚生労働省の定める基準（入退院支援加算 1）

を満たしております。 

入退院支援部門 専従者：社会福祉士 杉森 祐輔 

        専任者：看護師 中川 敦子・加藤 清香・窪谷 真弓・高石 こずえ 

2 病棟担当   専任者：看護師 中川 敦子 

3 病棟担当   専任者：看護師 中川 敦子 

[主な業務内容] 

・入院前の外来において、入院中に行われる治療の説明、入院生活に関するオリエンテーション、服薬状況の確認、

褥瘡・栄養スクリーニング等を行います。 

・各病棟専任の退院支援職員が、原則として入院後 3 日以内に退院困難な患者さんの抽出を行い、入院後 7 日以内に

患者さん・ご家族と話し合いを行います。 

・退院支援計画の実施について、入院後 7 日以内に、関係職種と共同してカンファレンス（会議）を開催します。 

・退院後の連携先への訪問・情報共有を図ります。 

 

勤務医師の負担軽減及び処遇の改善に対する体制について 
 
当院では、勤務医の負担軽減及び処遇の改善に対する体制を確保するため、医師と他職種との役割分担、医師事務作

業補助者の配置、他医療機関との連携体制などについて取り組みを行っています。 

特に以下のような施策を進めています。 

・医師事務作業補助者の配置 

・常勤医師採用による業務負担の軽減 

 

看護職員の負担軽減及び処遇の改善に対する体制について 
 
当院では、看護職員の負担軽減及び処遇の改善に対する体制を確保するため、看護師と他職種との役割分担、看護補

助者の配置、多様な勤務形態の導入などについての取り組みを行っています。 

特に以下のような施策を進めています。 

・看護職員と他職種の役割分担、受け持ち範囲の明確化・明文化 

・看護部に所属し各種事務作業を補助するための事務職員の配属 

・子育て支援に関る学童保育事業の実施 

 

病棟薬剤業務について 
 
当院の各病棟において、薬剤師が病院勤務医等の負担軽減及び薬物療法の有効性・安全性の向上に資する薬剤関連業

務を実施しています。 

2 病棟 専任薬剤師：佐々木 陽子・渡辺 恵美・坂井 亜美・金瀬 絢夏・上田 謙一 

3 病棟 専任薬剤師：佐々木 陽子・渡辺 恵美・坂井 亜美・金瀬 絢夏・上田 謙一 



DPC対象病院について 
 
当院は入院医療費の算定にあたり、包括評価と出来高評価を組み合わせて計算する“DPC 対象病院”となっておりま

す。 

医療機関別係数：1.3417 

 

基礎係数    1.0283 

機能評価係数Ⅰ 0.1801 

機能評価係数Ⅱ 0.1323 

救急補正係数  0.0001 

                          2026 年 7 月１日現在 

 
 
一般名処方加算について 
 
当院では、後発医薬品の使用促進を図るとともに、医薬品の安定供給にむけた取り組み等を実施しています。「一般

名処方」とは医薬品の「商品名」ではなく、「有効成分」を処方箋に記載することです。そうすることで供給不足の

医薬品であっても、有効成分が同じ複数の中から選択することができ、患者さんに必要な医薬品が提供しやすくなり

ます。 

 

情報通信機器を用いた診療について 
 
当院では、「オンライン診療の適切な実施に関する指針」に則り情報通信機器を用いた診療（オンライン診療）を行

っております。当該診療は双方ともに得られる情報に限られるため、情報通信機器を用いた診療の場合には、向精神

薬の処方は行いません。 

 

生活習慣病管理料について 
 

高血圧症、脂質異常症、糖尿病に関して療養指導に同意した患者さんが対象です。そのため、患者さん個々の目標設

定、血圧や体重、食事、運動に関する具体的な指導内容、検査結果を記載した『療養計画書』を作成し、計画に基づ

いた治療・療養指導を行います。処方に関して、「28 日以上の長期処方」「リフィル処方箋」のいずれも対応が可能

です。ただし、担当医の判断によって対応できない可能性があります。 

 

後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）［選定療養費］ 
 

後発医薬品（ジェネリック医薬品）があるお薬で、先発医薬品の処方を希望される場合は、先発医薬品と後発医薬品

の価格差の 2 分の 1 相当の料金をお支払いいただきます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



匿名加工情報の作成及び第三者提供について  

 

●作成及び第三者提供する匿名加工情報について 

当院は、包括医療費支払い制度（DPC）の導入の影響評価及び今後の DPC の見直しを図る目的で、厚生労働省が収

集し管理する情報となるデータ（DPC データ）を作成しています。また、審査支払機関への請求のため診療に係る

費用を診療報酬明細書（レセプト）として作成しています。 

DPC データは診療録からの情報及び診療報酬明細書からの情報で構成されており、レセプトデータは医療機関情

報・保険者情報・診療行為情報・医薬品情報・特定器材情報等で構成されております。 

DPC データ並びにレセプトデータを利活用することで、医療の質向上及び病院経営の改善に役立てる事が可能にな

るため、これらのデータから特定の個人を識別できないようにした匿名加工後のデータを作成（毎月継続）し、第三

者へ提供しています。 

 

●第三者提供する匿名加工情報に含まれる個人に関する情報 

・DPC データ（E ファイル・F ファイル・様式１、D ファイル） 

・E ファイル及び F ファイル形式の外来データ 

 氏名、住所、電話番号は含まれません。 

 また、生年月日、郵便番号、各種保険証に関する情報は下記のように変換されます。 

・生年月日；生年月及び入院時年齢に変換 

・郵便番号；上 3 桁のみに変換（下 4 桁を削除） 

・各種保険証に関する情報；保険者番号 

 

●匿名加工情報の提供の方法 

データを暗号化後、提供先が運用管理するサーバへアップロードする方法、または、外部記録媒体を郵送する方法で

提供します。 

 

●匿名加工情報の安全管理 

作成した匿名加工情報は、第三者提供後速やかに削除し、当院にて目的外で使用することはありません。 

 

●匿名加工情報に関する問合せ窓口 

当院における匿名加工情報の作成及び第三者提供等についてのお問合せは 

診療情報室（℡076-422-2211 内線 141 メールアドレス wsainou@sainouhp.or.jp）まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:メールアドレスwsainou@sainouhp.or.jp


入院時食事療養費について 

医師による食事箋に基づき、管理栄養士が管理する食事を適時適温で提供するとともに、適切な栄養指導を行ってい

ます。また、年齢や症状などに応じた適切な量と栄養が摂取できる食事療法を行っています。当院の食事提供時刻は

朝食 7 時 30 分、昼食 12 時、夕食 18 時となります。 

また、入院中の食事についての一部負担額は次のとおりです。なお、この負担額は高額療養費制度の対象にはなりま

せん。 

 

※ 住民税非課税世帯の方につきましては、限度額適用・標準負担額減額認定証で確認させていただきます。窓口へ

ご提出ください。なお、マイナンバーカードで受診 

の場合は提出不要です。 

区分 食費（1 食あたり） 

① 一般の方 550 円 

② 住民税非課税世帯の方(④を除く) 270 円 

③ ②かつ、過去 1 年の入院日数が 90 日を超えている場合 220 円 

④ 70 歳以上の方で、住民税非課税世帯かつ所得が一定基準を満たない場合 130 円 

⑤ 一般の方で、指定難病または小児慢性特定疾病の方 330 円 


